
 

新里都市計画地区計画の変更（桐生市決定） 

 

都市計画桐生武井西工業団地地区地区計画を次のように変更する。 

名 称 桐生武井西工業団地地区 

位 置 桐生市新里町小林の一部 

面 積 約１４．８ｈａ 

地区計画の目標 

本地区は、桐生市新里町の南部に位置し、周辺は水田等の農耕用地の広がる

豊かな田園風景に囲まれている。 

 このため、本地区においては、建築物の用途規制・誘導及び緑化の推進等に

より、将来にわたり良好な環境を維持・増進し、新たな産業の集積地として、

周辺地域と調和した工業団地の環境を形成・保全することを目標とする。 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

土地利用の

方針 

 本地区は、周辺の自然環境や隣接する既存集落と調和した良好な環境が形成

及び維持・保全された工業団地としての土地利用を図る。 

地区施設の

整備の方針 

本地区では、周辺環境と調和した良好な環境を形成するため、道路及び緑地

等を適正に配置し、その機能の適切な維持・保全を図る。 

 また、緩衝帯や緑地帯の整備を行い、その所有者または管理者が適切にこれ

を維持管理するものとする。  

建築物等の

整備の方針 

地区内の安全かつ機能的な生産環境を創出するとともに、周辺集落地の環境

に配慮するため、建築物等の用途、高さ、壁面の位置等を制限する。また、地

区内の景観を著しく損なうことがないよう、建築物の意匠、屋外広告物の制限

を行う。 

地
区
整
備
計
画 

地
区
施
設
の
配
置
及
び
規
模 

道路 

 

幹線道路     ：幅員 12.5ｍ 延長約４３７ｍ 

区画道路（１号線）：幅員 ９ｍ 延長約２１５ｍ 

区画道路（２号線）：幅員 ９ｍ 延長約３０６ｍ 

区画道路（３号線）：幅員 ９ｍ 延長約２１５ｍ 

区画道路（４号線）：幅員 ６ｍ 延長約１６９ｍ 

区画道路（５号線）：幅員 ９ｍ 延長約２００ｍ 

区画道路（６号線）：幅員 ６ｍ 延長約２４３ｍ 

区画道路（７号線）：幅員 ６ｍ 延長約 ７５ｍ 

緑地 公共緑地（緑地Ａ）：幅員 ５ｍ 延長約３３３ｍ 

緩衝帯 

緩衝帯  （緑地Ｂ）：幅員 ５ｍ 延長約３３３ｍ 

緩衝帯 （緑地Ｃ）：幅員 ５ｍ 延長約３２７ｍ 

緩衝帯 （緑地Ｄ）：幅員 ５ｍ 延長約１５４ｍ 

緩衝帯（緩衝帯Ａ）：幅員 ８ｍ（うち緑地５ｍ） 延長約１８４ｍ 

緩衝帯（緩衝帯Ｂ）：幅員１０ｍ（うち緑地５ｍ） 延長約１０８ｍ 

緩衝帯（緩衝帯Ｃ）：幅員 ８ｍ（うち緑地５ｍ） 延長約 ２５ｍ 

緩衝帯（緩衝帯Ｄ）：幅員１０ｍ（うち緑地５ｍ） 延長約 ８０ｍ 

緩衝帯（緩衝帯Ｅ）：幅員 7.5ｍ（うち緑地５ｍ） 延長約 ９９ｍ 

緩衝帯（緩衝帯Ｆ）：幅員 0.5ｍ 延長約２０１ｍ 

緩衝帯（緩衝帯Ｇ）：幅員 5.5ｍ 延長約１５４ｍ 



調整池 調整池     ： １箇所      約 ７，０００ ㎡ 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

地
区
の
区
分 

名
称 

Ａ地区 Ｂ地区 

面
積 約 12.9ｈａ 約 1.9ｈａ 

 

建築物等の

用途の制限 

 
 
建築基準法第 48条第 13項の規定

による制限に則するほか、次の各号
に掲げる建築物は建築してはなら
ない。 
 

(1) 店舗、飲食店等 
(2) カラオケボックス、ダンスホー

ル等 
(3) 幼保連携型認定こども園 
(4) 神社、寺院、教会等 
(5) 公衆浴場、診療所、保育所        

等 
(6) 老 人 福 祉 セ ン タ ー 、 児                     

童厚生施設等 
(7) 自動車教習所 
(8) 畜舎 
(9) 廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律に規定する一般廃棄物、
産業廃棄物の処理業の用に供
する建築物 

(10)風俗営業等の規制及び業務の
適正化等に関する法律第２条
第１項第１号から第３号まで、
及び同条第６項から第 11 項ま
でに規定する営業の用に供す
るもの 

 
 
建築基準法第 48条第 11項の規定

による制限に則するほか、次の各号
に掲げる建築物は建築してはなら
ない。 
 
(1) 建築基準法別表第二（を）項第

2 号から第 7 号及び（わ）項第
2号から第 8号に掲げる建築物 

(2) 店舗、飲食店等 
(3) カラオケボックス、ダンスホー

ル等 
(4) 幼保連携型認定こども園 
(5) 神社、寺院、教会等 
(6) 公衆浴場、診療所、保育所等 
(7) 老人福祉センター、児童厚生施

設等 
(8) 自動車教習所 
(9) 畜舎 
(10)廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律に規定する一般廃棄物、
産業廃棄物の処理業の用に供
する建築物 

(11)風俗営業等の規制及び業務の
適正化等に関する法律第２条
第１項第１号から第３号まで、
及び同条第６項から第 11 項ま
でに規定する営業の用に供す
るもの 

(12)騒音規制法に係る特定施設（空
気圧縮機及び送風機を除く。）
を扱う工場 

(13)振動規制法に係る特定施設（圧
縮機を除く。）を扱う工場 

建築物の建

蔽率の最高

限度 

７０％ 



建築物等の

高さの最高

限度 

 

(1) 建築物の高さは、地盤面から３

１ｍ以下でなければならない。 

(2) 高さが 10ｍを超える建築物が

冬至日において地区計画の区

域の外に日影を生じることと

なる場合は、当該日影を生じる

こととなる区域について、建築

基準法第 56 条の 2 の規定を準

用し、平均地盤面から４ｍの高

さにおける水平面において、建

築基準法別表第四の 3 の項の

（に）欄の第（2）号に掲げる時

間以上日影となる部分を生じ

させることのないものとしな

ければならない。 

 

(1) 建築物の高さは、地盤面から２

０ｍ以下でなければならない。 

(2) 高さが 10ｍを超える建築物が

冬至日において地区計画の区

域の外に日影を生じることと

なる場合は、当該日影を生じる

こととなる区域について、建築

基準法第 56 条の 2 の規定を準

用し、平均地盤面から４ｍの高

さにおける水平面において、建

築基準法別表第四の 3 の項の

（に）欄の第（2）号に掲げる時

間以上日影となる部分を生じ

させることのないものとしな

ければならない。 

建築物の壁

面の位置の

制限 

建築物等の外壁又はこれに代わ

る柱の面から緩衝帯が接する箇所

の境界線からの水平距離は、当該緩

衝帯の幅以上としなければならな

い。 

建築物等の外壁又はこれに代わ

る柱の面から区画道路２号線及び

６号線の道路境界線までの水平距

離は、１５ｍ以上としなければなら

ない。 

建築物等の

形態又は色

彩その他の

意匠の制限 

(1) 桐生市景観条例及び桐生市景観計画を遵守すること。 

(2) 屋外広告物を設置する場合は、次の各号に適合するものとする。 

 1.本地区内に存する施設の用に供するものであること。 

 2.敷地内にあって路上への張り出しのないこと。 

 3.周辺環境と調和した落ち着いた色彩であること。 

 4.電飾を使用する場合は、点滅しないこと。 

かき又はさ

くの構造の

制限 

道路及び隣地境界に面するかき又はさくの構造は、生垣又は透視可能な

フェンス等とし、基礎を構築する場合は、その高さは０．６ｍ以下とする。 

土
地
の
利
用
に
関
す
る
事
項 

緑地の配置

に関する制

限 

緩衝帯（Ａ～Ｅ）には、周辺地

区との環境の調和を図るため、地

区計画の区域境界に面する側に、

幅員５ｍ以上の緑地帯を設ける。 

 

 

緑地Ａ及び緑地Ｂには、騒音の低減

など周辺住環境の保全を目的として、

高木を植栽するものとする。 

備  考 
大気汚染、水質汚濁、騒音、振動、悪臭等の環境保全に係る対策につい

ては、関係法令を遵守すること。 

   

   「区域は計画図表示のとおり」 


